
 

 

第２学年  技術家庭科（技術分野）学習指導案  

指導者   安森  智紀  

 

１  題材   社会における課題解決  「 m i c r o : b i t」を活用した製品開発  

～プログラムによる計測・制御～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，第１学年で自分の生活における課題解決のための木工製作を経験した。そこ

では，身近なことから問題を見いだし，課題を設定して試行錯誤しながら解決方法を考え

ることができた。このような子どもが，社会において求められている課題解決のためのプ

ログラミングをすることで，プログラムの構成やセンサなどの仕組みを理解し，実生活で

使用している製品にも経済性と機能性，環境への配慮のバランスが，トレード・オフの関

係のもとで調整されていることを意識することができるだろう。子どもは，プログラミン

グの活動においては，経験が浅いため，理解をさらに深めていくことで，生活や社会で利

用されている情報に込められた工夫や創造性に気付き，知的財産を創造，保護及び活用し

ようとする態度の育成につながるだろう。  

 そこで，題材を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，拡張性の高い入出力ができる装置で様々なセンサを取り付けることができる

「 m i c r o : b i t」を用いることで，課題解決のための様々なアイデアを実現させることが

可能である。また，アプリケーションを用いてブロックを繋げ，プログラムを組むことが

できるため，子どもにとって活用しやすいものである。ここでは，技術の見方・考え方を

働かせ議論しながら，機能の取捨選択をすることができるようにしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  題材の導入では，「災害時に役立つ」という緊急性や必要感の高いテーマを設定する

ことで，子ども自身の生活から課題を見いだすことができるようにする。  

○  製品開発における評価基準を子ども同士で議論させる場面を設定することで，複数の

視点から総合的に判断する必要性に気付くことができるようにする。   

○  題材の終わりに，製品を互いに評価させることで，自己評価の妥当性に気付かせると

ともに，今後のプログラミング学習に生かせるようにする。  

 

３  目標   

情報の技術の見方・考え方を働かせ，災害時に役立つ製品を開発する実践的・体験的な

活動を通して，生活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り，

それらに係る技能を身に付け，情報の技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を

深めるとともに，生活や社会の中から情報の技術に関わる問題を見いだして課題を設定し

解決する力，よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて，適切かつ誠実に技術を工夫

し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。                                                    



 

 

４  w e l l - b e i n g につながる学びについて  

本学園では， w e l l - b e i n g を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に

良好な状態」と捉えている。 w e l l - b e i n g の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に

付けた資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠

である。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振

り返り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の技術・家庭科部（技術分野）では，技術の見方・考え方を働かせて解決策を構

想し試行錯誤しながら最適解を探る子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと

捉えている。また，エージェンシーを発揮している姿を，テーマから実生活に繋がる課題

を見いだし，仲間と協議しながら出した案を評価し，改善案を検討する姿だと捉えている。

本題材においては，技術の見方・考え方に沿った製品の評価基準を子ども自身に考えさせ

る場面を設定する。その中で，トレード・オフの関係に試行錯誤をしながら課題に合った

最適解を導き出す様相がエージェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，購入する商品を選択する際，機能性，経済性，環

境配慮等の視点から総合的に判断したり，場面に適した新たな製品を創造したりすること

ができるようになり， w e l l - b e i n g の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ８時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手

立て  

評価規準・評価方法等  

知・技  思・判・表  
学びに向かう

態度  

一
③  

○  製 品 開 発 の た め に 必

要 な 仕 組 み に つ い て 調

べる  

・情報通信の構成  

・ 計 測 ・ 制 御 シ ス テ ム の

仕組み  

・センサの種類と役割  

・災害時に起きる課題  

〇  初めにテーマ

を設定すること

で，製品開発の

ために必要な知

識や技能を身に

付けていく必要

感を高められる

ようにする  

計 測 ・ 制 御

シ ス テ ム ，

プ ロ グ ラ ム

の 基 礎 を 理

解している  

◇ ワ ー ク シ

ート・作品  

 

課 題 解 決 の

た め の 手 段

と し て ， 適

切 な セ ン

サ ， プ ロ グ

ラ ム の 活 用

が で き て い

る  

◇ ポ ー ト フ

ォ リ オ ・ 作

品・観察  

生 活 の 中 で 使

わ れ て い る 制

御 の 例 を 挙 げ

る こ と が で き

る  

◇ ワ ー ク シ ー

ト  

 

よ り 高 い 評 価

の 製 品 と な る

よ う に ， 機 能

の 選 定 や プ ロ

グ ラ ム を 課 題

に 合 っ た 工 夫

ができている  

◇ ポ ー ト フ ォ

リ オ ・ プ ロ グ

ラ ム デ ー タ ・

観察  

 
 

 

 

 

 

 

 

課 題 解 決 に

向 け て ， 上

手 く い っ た

理 由 や 上 手

く い か な か

っ た 理 由 を

考 え ， 改 善

案 を 検 討 し

よ う と し て

いる  

◇ ポ ー ト フ

ォ リ オ ・ 観

察  

製 品 開 発 を

通 し て 学 ん

だ 製 品 を 評

価 す る 視 点

を ， 実 生 活

で の 商 品 選

択 等 で 生 か

そ う と し て

いる  

ポ ー ト フ ォ

リオ  

二
④
本
時
１
／
４  

●  製 品 開 発 に お け る 評

価 基 準 を 考 え ， 班 で ど

の よ う な 製 品 に す る か

議論する  

・ 様 々 な 視 点 を 大 切 に し

た開発計画の見通し  

○  m i c r o : b i t で製品
を製作する  

・ セ ン サ を 活 用 し た 動 作

のプログラミング  

  

○  評価基準を自

ら考えさせるこ

とで，製品を開

発する際に気を

付けるべき視点

に気付けるよう

にする  

〇  自分たちで見

いだした評価基

準に基づいた製

品開発をさせる  

三
①  

○  製 品 の 相 互 評 価 ， こ

れ か ら の 社 会 の 発 展 と

情 報 技 術 の 在 り 方 を 考

える  
・ 情 報 の 技 術 が よ り よ い

生 活 の 実 現 や 持 続 可 能

な 社 会 の 構 築 に 果 た す

役割  

・ 新 た な 発 想 に 基 づ い た

改良や応用の仕方  

〇  製品を互いに

評価させること

で，自己評価の

妥当性に気付か

せるとともに，

今後のプログラ

ミング学習に生

かせるようにす

る  



 

 

６  本時案  ―第二次・１時分―  

⑴  主眼   製品開発における評価基準を考え，検討する活動を通して，良い製品を作る       

ために必要な視点を見いだし，製作の見通しをもつことができる。  

⑵  準備   タブレット端末，ワークシート  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  製 品 開 発 に お け る 評 価

基準を議論し，決定する  

・製品における技術の工夫  

・トレード・オフの関係性  

 

誰 も が 「 よ い 」 と 認 め

る 製 品 に は ， ど の よ う な

強みがあるだろう  

ア  様 々 な 場 面 に 対 応 で き る

機能がついている  

イ  価格が安い  

ウ  扱いやすい  

エ  耐久性が高い  

オ  環境にやさしい  

カ  機 能 性 が 高 い 製 品 は 価 格

が 高 い た め ， 両 方 を 満 た す

ことは難しい  

･   安さや機能性のメ

リット・デメリット

を問い返すことで，

世の中の製品のトレ

ード・オフの問題に

目を向けられるよう

にする  

･   出てきた意見と 教

科 書 の 「 最 適 化 の

窓」を比較させるこ

とで，身の回りの製

品に技術の見方・考

え方が活用されてい

ることを実感できる

ようにする  2 0  

２  決 定 し た 評 価 基 準 を 元

に ど の よ う な 製 品 に す る

のかを班で検討する  

・部品廃棄による環境負荷  

・ 様 々 な 視 点 を 大 切 に し た

開発計画の見通し  

 

災 害 時 に 役 立 つ 「 よ

い」製品の開発計画を作

るにはどうすれば良いだ

ろう  

ア  価格を抑えるために， L E D

ではなく豆電球を使おう  

イ  災害時なので，少し高くて

も機能性が高い方がよいか

ら， L E D を使おう  

ウ  安くて多くの人の手に渡っ

たほうが災害時に活躍できそ

うだから，追加する部品は最

小限にしたい  

エ  機能がなるべく多い方が

様々な状況に対応できるが，

地球にやさしい製品にするた

めに，廃棄する際の環境負荷

も大切にしたい  

オ  環境への配慮を優先すると  

センサをあまり増やすことが

できないが，機能性も捨てが

たいな  

カ  価格と機能性の両立は難し    

 い  

･   班の中で重視した

い視点を吟味させる

ことで，製品を使用

している場面やユー

ザーの姿を想像しや

すくし，それに対す

る最適化を図れるよ

うにする  

･   前時に考えた災害

時に考えられる課題

を示すことで，与え

られた条件の中でそ

の解決策を考えられ

るようにする  

･   センサや機能の種

類や廃棄の際の環境

負荷を資料で示し，

そこから選択した理

由を考えさせること

で，根拠をもって開

発できるようにする  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4 0  

３  本時の活動を振り返る  

・学習の成果と課題  

 

現状の最適解と次時へ

の課題は何か  

ア  現 状 で は 価 格 が 高 い た め

機 能 性 を 下 げ ず に 価 格 を 下

げられる工夫を考えたい  

イ  環 境 へ 十 分 配 慮 す る こ と

が で き て い る が ， 解 決 で き  

て い な い 災 害 時 に 予 想 さ れ

る 課 題 も あ る た め ， 機 能 性

を高めていきたい  

･   重視する視点や課

題となる視点は何か

を 記 録 さ せ る こ と

で，次時への見通し

をもつことができる

ようにする  

5 0  

⑷  評価規準と方法  

よい製品を作るために必要な視点を見いだし，製作の見通しをもつことができたか，

ポートフォリオの記述からみとる。  

 



 

 

＜メモ＞ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


